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１．はじめに

　近年の世界経済のグローバル化に伴い，高等教

育における研究活動の競争も世界的に激しくなっ

ている。各国とも科学技術研究の促進を政策とし

て掲げ，高等教育機関の研究能力および産学連携

の強化を進めてきている。特に経済的発展を狙っ

ている国々，たとえば中国は世界の一流大学群に

伍する大学造りを目指し，国の有力大学の重点化

を図っている。その結果，中国のように世界レベ

ルの研究大学を擁する国が増加している。

　本報はケーススタディとして中国に焦点を合わ

せ，データベース（DB）による分析結果を利用し

て，前述の傾向について分析するものである。ま

た使用する DBについては，前報で行ったケミカ

ル・アブストラクト（Chemical Abstracts, CA）と

SCI（Science Citation Index）との比較１を基に，

下記２つの結論より今回の分析に CAを用いるこ

とにした。

　前報では，１）CAは英語以外の文献を多く含

むため，英語に偏らない分析結果を与えることを

示した。同時に SCIの約６割は物質・化学関連で

あり，CAに収録されるものと考えられる。さら

に，世界および国別における両者の経年変化の相

関が高いことから，２）CAを用いた分析結果に

より自然科学全体の量的関係を把握することは十

分可能であることも示した。なお，CAはライフ

サイエンスなど特定分野において取り扱い文献数

が少ないという指摘がなされている。

　なお，２００５年に発刊された文献の収集は２００６年

度以降も続けて行われている。そのため，１年後

に再調査すると論文数が変化するので，本報では

２００４年度までを考察の対象とした。主な検索対象

は英語論文に限らず，すべての言語を含めた学術

論文である。本論文中の論文の「英語率」とは，

検索対象とした論文中の英語で書かれた論文の割

合（パーセント）である。

　高等教育機関を評価する場合，すでにいろいろ

な評価結果がレポートされている。たとえば，イ

ギリスのロンドン・タイムズ高等教育版（Times 

Higher Education Supplement）の大学ランキング

は，ピア・レビュー，外国人スタッフ率，留学生

率，学生対教員比率，教員当たりの引用回数など
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要　旨

　近年の中国の大学の論文生産数の増加は著しいものがある。中国政府が高等教育予算を増やし，かつ重

点化していることにその理由を求める向きがある。本論文では，これら財政的支援のみでは論文数の増加

を十分に説明できないものと考え，別の可能性を求めた。その結果，重点化大学は規模の拡大を，既存校

の併合あるいは学部の新設等を通じて，達成している可能性を示した。このような組織規模の拡大を通じ

て，質的向上を図っている様子が伺える。その一例として，精華大学の出版論文内容の優秀さを示した。
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を総合評価して決めている。これが他の評価者に

よるランキング表では，たとえ同じ評価要素を用

いても同一の結果は与えない。世界的に見て多く

の評価が行われ，異なる結果を与えている。

　本報では年間の学術論文出版数である論文生産

数を通して，中国の大学の研究活動の国際比較お

よびその進行具合の分析を行う。

２．世界の高等教育の状況と中国の大学
　　群

　まず，世界の状況を知るために，２００４年度にお

ける世界のトップ１００校の論文数を表１に示す。こ

の表より年間論文数が７００を越えないと，世界の

上位１００校に入れないことが分かる。７００報を越え

る論文生産数を示す日本の大学は１３校である。

表１　世界の研究大学の論文生産数上位１００校（CAS，２００４年）

論文数国名大学名順位論文数国名大学名順位
１,０７２ USA UC-San Diego ５１ ３,８７２ 日本東京大１ 
１,０５８ USA Northwestern Univ. ５２ ３,２０２ 日本京都大２ 
１,０３１ カナダMcGill Univ. ５３ ３,１６０ USA Harvard Univ. ３ 
１,００２ USA Univ. Minnesota-Twin City ５４ ３,０８３ 日本大阪大４ 
１,００２ 台湾國立台灣大５４ ２,６９３ 日本東北大５ 
９９２ 中国南京大５６ ２,３３０ 中国浙江大６ 
９８４ USA Univ. North Carolina-Chapel Hill ５７ ２,０７１ 中国清華大７ 
９７８ USA Univ. Pittsburgh ５８ １,８５２ 中国北京大８ 
９７２ USA Duke Univ. ５９ １,８０５ 日本九州大９ 
９６６ 中国西安交通大６０ １,７５２ 日本東京工業大１０ 
９６６ UK Univ. Coll. London ６０ １,７１９ 日本北海道大 １１ 
９５６ 中国中山大６２ １,６４３ USA Univ. Michigan-Ann Arbor １２ 
９４８ USA Washington Univ.（St. Louis） ６３ １,６２１ 中国四川大１３ 
９４３ カナダUniv. Alberta ６４ １,６２０ 日本名古屋大１４ 
９２８ USA California Inst. Tech. ６５ １,５８４ USA Johns Hopkins Univ. １５ 
９２２ 日本広島大６６ １,５７９ UK Univ. Cambridge １６ 
８９９ USA Texas A&M Univ.-College Station ６７ １,５６４ 中国華中科技大１７ 
８９６ ドイツLudwig Maximilians Univ. Munchen ６８ １,５６１ 韓国ソウル大１８ 
８９５ ドイツTech. Univ. Munich ６９ １,５５１ ブラジルUniv. Sao Paulo １９ 
８９５ スェーデンLunds Univ. ６９ １,４７１ USA Stanford Univ. ２０ 
８９５ 日本慶應義塾大６９ １,４５７ UK Imperial Coll. ２１ 
８８５ 中国哈爾浜工業大７２ １,４４９ カナダUniv. Toronto ２２ 
８６７ フィンランドUniv. Helsinki ７３ １,４３７ USA Cornell Univ. ２３ 
８６３ オーストラリアUniv. Melbourne ７４ １,４３２ カナダUniv. de Montreal ２４ 
８６０ 日本筑波大７５ １,４１８ USA UCLA ２５ 
８５２ カナダUniv. British Columbia ７６ １,４０２ USA Univ. Wisconsin-Madison ２６ 
８４６ USA Univ. Texas-Austin ７７ １,３９１ USA Univ. Washington（Seattle） ２７ 
８２２ USA Univ. Arizona ７８ １,３８７ USA MIT ２８ 
８１４ フランスUniv. Paris Sud ７９ １,３６８ UK Univ. Oxford ２９ 
８１０ 香港香港大８０ １,３６６ ロシアMoscow MVLomonosov State Univ. ３０ 
８０８ ドイツRuprecht Karls Univ. Heidelberg ８１ １,３６５ USA Univ. Pennsylvania ３１ 
８０３ 日本岡山大８２ １,３２８ 中国天津大３２ 
７９１ スェーデンUppsala Univ. ８３ １,３２２ USA Univ. Florida ３３ 
７９１ USA Vanderbilt Univ. ８３ １,３１９ USA Pennsylvania State Univ. ３４ 
７９０ 中国南開大８５ １,３１１ USA UC-Berkeley ３５ 
７８３ USA Michigan State Univ. ８６ １,３０７ 中国復旦大３６ 
７８０ スェーデンKarolinska Inst. ８７ １,２４６ スイスETH Zurich（Swiss Fed.Inst.Tech.） ３７ 
７７９ スペインUniv. Barcelona ８８ １,２４４ USA Univ. Illinois-Urbana Champaign ３８ 
７７９ USA Purdue Univ.-Indianapolis ８８ １,２１８ 中国吉林大３９ 
７６４ 中国華南理工大９０ １,２０９ 中国武漢大４０ 
７６２ ポーランドUniw. Warsaw ９１ １,２０６ 中国山東大４１ 
７５７ ベルギーUniv. Gent ９２ １,２０６ 中国中南大４１ 
７４５ UK Univ. Edinburgh ９３ １,１９３ USA UC-Davis ４３ 
７３５ 日本千葉大９４ １,１７５ シンガポールNatl. Univ. Singapore ４４ 
７２５ USA North Carolina State Univ.-Raleigh ９５ １,１７３ USA Yale Univ. ４５ 
７２１ UK Univ. Manchester ９６ １,１６９ 中国上海交通大４６ 
７１９ ベルギーKatholieke Univ. Leuven ９７ １,１６１ USA Ohio State Univ. ４７ 
７１８ USA Univ. Virginia ９８ １,１１３ 中国中国科学技術大４８ 
７１４ USA Baylor Coll. Med. ９９ １,１１０ USA Columbia Univ. ４９ 
７１０ 中国大連理工大１００ １,０７６ USA UC-San Francisco ５０ 
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　大学の論文生産数の分布を見る。２０００を超える

論文数は，他の大学の論文数に比べると極めて大

きな値である。論文生産数２０００以上は表のトップ

１０に入る大学の論文数にほぼ相当する。そこで上

位１０校に話を限ると，２００４年度の日本の大学は６

校となる。１９９７年から２００１年にかけて，論文生産

数のトップ１０に日本の大学が８校入っていた。

トップ１０の常連は日本の８大学，それにハーバー

ド大であった。そして，この時期の前半はカリフォ

ルニア大バークレー校が入っていたが，中国の大

学の論文が急増し，２０００年に中国の清華大がバー

クレー校に代わって上位１０校に入った。２００２年に

はさらに浙江大が加わり日本の８校体制が崩れた

のである。２００３年度にはさらに北京大も入ってき

た。この様に中国の大学の論文生産数における伸

長には著しいものがある。

　中国以外の大学のほとんどは，この間も論文数

は増加傾向にあったのだが，中国の論文数の伸び

率，年１１.７％２を担っている重点化校の論文数の伸

びが，他の国々の大学の論文生産数の伸びを大き

く上回っていた，というのが表１の結果である。

　国別の論文生産数の増加率を見て，１９８１年以降

の中国の論文生産数の伸び率１１.７％に並ぶのは，

韓国と１９９０年以降のブラジル３である。したがっ

て，上述の結果も当然のように思われる。しかし，

同じように高い論文生産数を示した国でもその影

響力あるいは状況は国によって異なる。表１の結

果を国別に集計した，論文生産数トップ１００に入

る大学数（表２）を示すと，このことが明瞭にな

る。この表は，後述する中国の「９８５工程」がス

タートした１９９８年からの７年間の，世界の論文生

産数上位１００校に入る国別の大学数を示したもの

である。なお，同表には７年間に２校以上が上位

１００校に入った国のみを示した。

　まず表２で目立つのは，論文生産数において世

界トップ１００に入る中国の大学数が急増している

ことである。すなわちこの６年間に６倍強の数の

大学がトップ１００に入るようになった。よく知ら

れている様に，中国は「現代化を実現するために

…世界先進レベルの一流大学を建設しなければな

らない。」 ４として，大学の近代化・総合化などを

通じた重点化政策を実施してきた。この言葉は北

京大学１００周年創立大会５における国家主席江澤民

の発言で，そのまま国家の基本方針になったと言

２　本多卓也，慶伊富長，同上，（２００５）。１９８１─２００２年の SCIの率である。１９８１─２００４年の CAで求めると，１２.１％とほぼ同
一の値を示す。中国の１９７３─１９６１年度の率はもっと高く，６６％となる。

３　１９９０─２００４年の CAに拠れば，この間のブラジルの平均増加率は１２.２％である。
４　陳学飛，中国における世界一流大学の育成に関する政策プロセス分析─大学と政府の協力─，東京大学，大学総合教育

研究センター，ワーキングペーパー，２号（２００５.７）。大学の重点化はすでに５０年代から取り組んでおり，この時点では
重点化の強化を図ったというのが，より正確な表現である。

５　１９９８年５月４日に開催された。

表２　論文生産数上位１００校に入る大学数（CAS，１９９８－２００４年）

２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ １９９９ １９９８ 国　名

３６ ３８ ３８ ４１ ４１ ４３ ４０ USA 

２０ １８ １６ １４ ７ ５ ３ 中国

１３ １４ １４ １４ １６ １５ １６ 日本

６ ６ ７ ６ ８ ６ ９ UK 

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ カナダ

３ ３ ４ ４ ６ ７ ８ ドイツ

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ スェーデン

２ ２ ２ １ １ １ ベルギー

１ １ １ ２ ２ ２ ２ 韓国

１ １ ２ １ １ ３ ３ フランス

１ １ １ １ ２ １ １ オーストラリア

２２ ２ オランダ
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われている。１９９８年１２月，教育部は「２１世紀に面

する教育振興行動計画」である「９８５工程」をス

タートさせた。

　特に９８５工程の３年目に当たる２００１年に倍増し

ている。これより政策の確実な成果が認められる。

中国の大学数が増えた分，ドイツ，イギリス，日

本，アメリカ，オランダの大学の相対的ポジショ

ンが低下し，上位１００校に入る大学数が減少して

いる。

　前述した中国と同じ論文生産数の高い他の２カ

国，韓国，ブラジルは中国と異なる動向を示して

いる。具体的には，表２では割愛したが，ブラジ

ルはこの間サンパウロ大１校のみで大学数の変化

はなかった。韓国はむしろ減少している。そのた

め，それぞれの国を代表する大学の論文増加率と

その国の増加率を表３に示した。中国の清華大，

淅江大，北京大はいずれも国の論文増加率を数％

超えている。

　一方，ソウル大，延世大は必ずしも国の値を超

えた成長率を示していない。サンパウロ大も同様

の傾向を示す。中国では上位校の伸びが大きく，

上位校を中心とした重点化が行われていると言え

よう。表３の右端の行の計測期間が異なる理由に

ついては図２のところで述べる。

　その一方，ベルギーのように増えた国もある。

ベルギーは従来から１００位以内の大学としてゲン

ト大が入っていたのに加え，EUの資金が流入し

たルーベン大の論文数が伸び，２校となったもの

である。

　中国の重点化政策が中国のトップの大学群に集

中投下されている様子は，論文生産数の検討範囲

を広げると分かりやすい。参考までに，２００４年度

の論文数が５００を超える大学数は世界で１８０余りあ

る。そのうち中国は２８校とアメリカの６１校につい

で２番目に多く，１５％を占める。これらはいずれ

も重点化対象の大学である。一方，より上位の論

文数７００を超える大学数は中国の場合２０校となり，

シェアも高くなっている。この中国のトップ２０校

の論文増加率が高い傾向は「参考」に示したよう

に２００４年の単年度のみの傾向ではなく継続的かつ

強まっていることが分かる。したがって，より上

位の大学に重点化の恩恵が強く認められる，と結

論することが出来る。

　なお注意すべきは，９８５工程で１０倍以上の予算

を供与された北京大学の場合でも，大学の総収入

の半分程６は自己収入だという。先の結果は単に

政府による重点化政策による運営資金の増加のみ

によるものではないことである。

　中国では大学といえども，大きな活動を始める

には国家レベルの決断が必要であり，その意味で

は官学一体でなければ，実施には至らない。官学

が利益共同体となる必要があり，かつ共同体とし

てのみ存続しうるものである。ここに中国の特色

と強みが読み取れる。近年の開放経済の下で，企

業と大学との連携の密度の濃さも指摘されよう。

３．中国の高等教育の重点化の進捗状況

　中国の大学重点化の動向を，時間軸に沿ってみ

たものが図１である。論文生産数は年々上昇する

傾向が強い（図２参照）ものなので，相対評価で

ある順位を縦軸にした。１９９０年以降の中国の大学

の論文生産数の世界順位の経年変化を示している。

６　陳学飛，中国における世界一流大学の育成に関する政策プロセス分析─大学と政府の協力─，東京大学，大学総合教育

研究センター，ワーキングペーパー，２号（２００５.７）。

表３　中国・韓国・ブラジルの代表的大学と全体平均の論文増加率

増加率計測期間国の論文増加率論文増加率大学名

１８.３清華大

１９８０─２００４ １２.１ １８.４浙江大

１４.４ 北京大

１９７０─２００４ １１.４ 
９.０ソウル大

９.６延世大

１９９０─２００４１２.２ １１.６ サンパウロ大
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２１１工程が始まった１９９３年当時に１００位以内に入っ

ている中国の大学は１校７であったが，２００４年には

２０校となっている８。

　１９９９年から２００２年にかけて，論文生産数の順位

を大きく上げた大学が多いことが分かる。この時

期は，９８５工程がスタートした直後である。９８５工

程はそれに先立つ「２１１工程」に比べて，予算規模

が大きく異なったことは前述した。たとえば北京

大学に与えられた予算規模は２１１工程での１.５億元

から１８億元に増加したという。この様にして９８５

工程は，高等教育機関の３％弱という一部の大学

のみを重点化９することにより，世界一流レベル

の学科と大学群の育成を目的としたのである。

　この点に関しては，上野泉らのレポート１０に詳

しい。研究開発費当たり論文数の推移（大学セク

ター）をみると，１９９６年までは研究費当り論文数

が減少しているが２１１工程が始まると微増に転換

し，さらに研究者当たり論文生産数の推移をみる

と１９９４年から２０００年にかけて急増している。これ

らの事実は２１１工程が重点化大学の論文生産数に

おいて顕著な効果をもたらしたといえよう。

　さらに，他の大学を統合した１～２年後に，こ

の論文数，すなわち世界順位が急に，ステップ状

に上昇している場合が多い。たとえば，北京大は

２０００と２００１年には論文がそれぞれ３０％，２６％（い

ずれも３００報ほど）増えているが，２０００年４月に

北京医科大を統合している。中南大は２００１年に

４２％増加し，その後１５─３０％の増加をつづけてい

る。この大学は２０００年４月末に中南工業大と湖南

医科大と長沙鉄道学院の３大学が統合して出来た

大学である。武漢大も２００２年以降毎年１６─３０％ほ

ど増えているが，これも２０００年８月に武漢水利電

力大と武漢測絵科技大と湖北医科大の３大学を併

合している。そのほかに四川大も２０００年９月に華

西医科大を統合している。

　清華大は併合を行なっていないが，２０００年に

７　南京大のみ。
８　２０校目は大連理工大で，１０１位に相当。なお，１９９３年に１００位に入ったのは
９　北京大，清華大，中国科学技術大，復旦大，上海交通大，南京大，西安交通大，浙江大，ハルビン工業大，中国人民大，

北京師範大，天津大，南開大，北京航空航天大，北京理工大，東南大，華中科技大，武漢大，大連理工大，重慶大，電

子科技大，四川大，華南理工大，中山大，蘭州大，東北大，西北工業大，同済大，中国海洋大，湖南大，アモイ大，山

東大，中南大，吉林大など３４校。大学院に関してはこの３４校で中国の大学院の半分を占めている。
１０　上野泉，山下泰弘，富澤宏之，近藤正幸，「中国における科学技術活動と日中共著関係」，科学技術政策研究所，調査資

料─１２３，http://www.nistep.go.jp/index-i.html

図１　中国の大学２０校の世界の論文生産数の順位（CA，１９９０－２００４）
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３９％（４００報ほど）増加し，続く２００１，２００２年には

２０％ずつ増加している。清華大は２００１年１０月に医

学部を新設，２００３年に２つの病院を提携病院（日

本の大学病院に相当）とし，２００４年５月には航空

学科を新設して，規模の拡大を図っている。

　「２．世界の高等教育の状況と中国の大学群」

より，中国における「９８５工程」は世界のトップに

伍する大学群をより多く作り出したことを指摘し

た。さらに，その方法としてすでに指摘されてい

る資金投下による論文生産性の向上に加えて，大

学の統合化等を通じた規模の拡大が有効であるこ

とが示せる。すなわち，中国における「９８５工程」

は大学の統合化等を通じた規模の拡大による集中

と，通常指摘されている資金的集中投下により世

界一流の大学群を造りだした，といえる。次に，

この規模の拡大がこれら中国を代表する大学群に

有効であったかを示そう。

４．規模拡大の効果

　重点化大学の論文数が大きく伸びている最大の

要因がこれら規模の拡大による可能性が高い。前

に述べたトップ２０校の伸び（年率１５.０％，「参考」

参照）が中国全体の伸びを上回っている事実も，

この併合により説明されうる。もう１つの大きな

要因である重点化による予算増等の効果と，この

規模の拡大（集中化）との個別評価については，

さらに分析を進める必要がある。そのため，中国

全体の論文生産数の経年変化を図２に示す。同図

には比較のため，アメリカ（一部のみ記載，片対

数グラフ上で直線的増加を２００４年まで続けてい

る），日本，ドイツ，ロシア，インド，韓国，ブラ

ジルのデータも掲載した。

　論文生産数の経年変化を見ると，一時的減少を

示すことはあるものの，長期には安定した増加傾

向を示すことが多い。中国，ブラジルを除く国々

は，ほぼ直線的増加を示すといえよう。片対数グ

ラフ上で直線となる部分が，増加率が一定となる

ので，その部分を対象に論文増加率を求めた。

　中国は１９８０年を境に，直線的変化の勾配が大き

く変化している。そのため，表３の中国および中

国の大学の論文増加率を求める際は，直線が折れ

た後の，１９８０年から２００４年度を対象とした。ブラ

ジルについても同様の理由から，１９９０年以降を対

象とした。

　単純に成長率だけを問題にした場合には，論文

数が少ない状況にある国の伸び代は大きくなりう

るので，極めて大きな成長率を示す場合がある１１。

成長率を問題にする場合には同時に論文生産数そ

のものをチェックする必要がある。図２の範囲で

は，中国，韓国，ブラジルが現在経済発展中で，

かつ論文生産数も多い国々であることを考えると，

１０％という数値が論文生産数の年増加率の一つの

１１　１９８０年以前の中国がこの状態に相当すると考えられる。

図２　日本・中国・韓国など８ヶ国の論文生産数の経年変化（CA，１９７０－２００４）
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目安といえよう。

　同図より，９８５工程がスタートした前後での中

国の論文生産数の変化率に目立った変化は認めら

れない。言い換えれば，大規模な予算措置を伴っ

た９８５工程ではあるが，中国全体の大学による論

文生産数までにその影響，効果を及ぼすにはいた

らなかったことになる。

　中国のトップ２０校は数としては中国の大学全体

の１％弱しか占めないが，論文数は中国全体の４

分の１強を占める。倍の４０校を取ると３分の１強

となる。上位校の寡占具合がこの事実からも分か

る。この部分の成長率が中国全体の平均値よりも

数％高く（表３および参考）ても，残りの部分が

１％程低ければ，バランスするので，９８５工程に

よる投下資金が１０倍になっても，中国の論文生産

数は世界第二位と多いので中国全体では明確な変

化は現れなかった可能性が強い。したがって，９８５

工程は中国全体の論文生産数を，従来からのペー

スからアップするほどの影響は持ち得なかったこ

とになる。まさしく，「世界先進レベルの一流大

学を建設…」を目的とし，実施したことになる。

　研究者側からみると，研究資金が増えると高度

の設備を購入して実験等の精度を上げる方向に仕

事が向くことが多く，研究者心理としては研究内

容の質の向上に向かうことになる。したがって，

投入資金に直接比例した形で論文数が増えるとは

必ずしもいえない。

５．清華大学の状況

　中国の代表的大学の論文発表状況に注目する。

清華大の２００４年の発表学術論文数１２を表４に示す。

最後の行の CAの数字は本論文の２００４年度の学術

論文数である。清華大では論文の３９％が国外発表

され，この表でいう国外刊行物は英語，全国・地

方刊行物は中国語と理解できるから，国際会議と

国外刊行物の内の６０％強が SCIに採録されてい

る１３ことになる。SCIはインパクトファクターに

より採録学術雑誌を選別しており，国外刊行物の

６０％強が SCIに採録されているというデータは，

清華大の研究者はサーキュレーションを意識した，

より国際的評価の高い学術誌へ投稿しているとい

えよう。

６．論文英語化の状況

　対象となる論文の母集団中の英語で書かれたも

のの割合（パーセント）を論文英語率と呼ぶ。一

方，CAの論文数上位の１５０校の論文英語率を図３

に示す。英語を母国語とする国，アメリカ，イギ

リス，オーストラリア，ニュージーランド，アイ

ルランドは英語率９９％以上，およびそれに準ずる

国であるインド，香港，シンガポール，カナダ，

イスラエルの論文の英語率は９７％以上といったと

ころである。年度はいずれも２００４年である。

　アメリカ，イギリスとも，いずれの年度におい

ても１００％とはならない。シンガポールはほとんど

の年度で１００％を示す。その他の国ではスェーデン

も９０％以上と高い率を示す。

　中国の大学は２０から８０％の広い範囲に分布して

いる。図では識別しづらいが，南洋理工大の英語

率は１００％である。ちなみに日本の大学は８０％前

後に集中している。

　このように，論文の英語率を見ると，その国の

研究者の考え方，傾向が分かるように思われるの

で，さらに，２００４年度で論文数が多かった１４カ国

の１９７０年からの経年変化を図４に示す。

　なお，中国の英語率が１９７０年で１００％を示して

いるのは，抄録論文数が１件でそれが英語だった

ためである。同様に１９００年度のロシアの英語率が

４０％弱と跳ねているのは，同様に抄録論文数が

１５０件余りと本来の１００分の１しか抄録されていな

１２　http://www.tsinghua.edu.cn/qhdwzy/detail.jsp?seq=２５２&boardid=１２０５
１３　SCIに抄録されている文献の９６％以上（２００２年）は英語で，中国関係の文献の英語率もそれに近い。

表４　清華大の２００４年発表学術論文数

文献数種 別

１０,６９７ 発 表 学 術 論 文

７２６ 国　 際　 会　 議

９４５ 全　 国　 会　 議

３,４２８ 国 外 刊 行 物 

５,０８９ 全 国 刊 行 物 

５０９ 地 方 刊 行 物

主要検索収録状況

２,５８４ SCI 

２,０７１ CA （本論文による検索結果）
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いためである。

　各国の論文の英語率の変化を見る。フランス，

ドイツ両国は，２０００年位までに急激に率を上昇し

て，９０から１００近くまで増加させている。１９７０年

前後に英語の割合の低い他の国々も，日本，中国，

ロシアを除けば，同様の急上昇の傾向を示してい

る。たとえば図４では割愛したイタリアはフラン

スよりやや高い英語率を示しながらフランスに似

た上昇カーブを示す。同様に非ヨーロッパ国のブ

ラジルもプロットすれば，ドイツに重なるように

して上昇しているのが分かるであろう。

　一方，日本は全体としては５０％から７０％にゆっ

くりと増加している。９０年代後半からは，あまり

大きな変化は示しておらず，飽和状態に近づいて

いるようにも見える点が前述した国々との大きな

相違点である。図３の日本の大学は世界のトップ

１５０校に入った１６校で，より多くの論文を海外ある

いは国内の英文誌に投稿している。その平均値は

８０％程度である。異なる言語族系に属する日本の

場合は，ヨーロッパ等の同言語族系の国とは異な

り，母国語による国内活動の場が必要なように思

える。

図４　日本・中国・ロシアなど７ヶ国の論文英語率の経年変化（CA，１９７０－２００４）

図３　世界のトップ１５０校の論文生産数と論文の英語率（CA，２００４年）



本多：中国における自然科学系大学の研究活動のグローバリゼーション 119

　日本と同じく言語族系が異なる中国の場合は，

図４を見る限りでは，７０年代末から１９９０年にかけ

て上昇し，その後大きな変化を見せなかったので

上記の考えを支持するように思われたが，２００３年

以降再度上昇機運を見せており，今後の推移が注

目される。日本の論文生産数上位２０校の英語率が

６０％になったのは，７０年代である。日本は３０年か

けて英語率が２０％上がったのに対し，中国の場合

は時代が新しいだけに長くはかからないとも考え

られる。一方，国内のマーケットが大きいので，

８０％以下で飽和する可能性もある。清華大の場合

の英語論文の SCIへの採択率６０数％は十分高いと

いえよう。国内の学会活動と国際的活動の場の二

重構造を持つ可能性がある。論文投稿による報奨

制などの話も聞くので，政策的な環境しだいでは

国内投稿も増えるのではないか。

　ソ連邦崩壊後の，ロシアの英語率は図に示され

たように，順調に増加し，やがて他のヨーロッパ

諸国並みになりそうである。

　論文増加率の余り大きくない大学がある（参考

を参照）。中国科学技術大，南京大，南洋理工大な

どである。これらの大学は前にも述べたように，

南洋理工大の英語率１００％，中国科学技術大，南

京大それぞれ７７，７５％と高い値を示している点が

興味を引く。

７．結論

　中国全体の論文生産数の増加率は，９８５工程以

前と以後とで大きくは異ならないが，重点化大学

が示す論文生産数の増加率は極めて高く，中国に

おける「９８５工程」は資金の集中および大学の統合

化等を通じた規模の拡大により，論文生産数のみ

ならず清華大に見るように質的にも，世界一流の

大学群を造りだしたといえる。論文生産数の増加

を詳しく見ると，大学併合あるいは学部の新設等

により重点化大学の論文生産数の大幅な増加が達

成されていることが分かる。

８．参考

　参考までに，中国の大学の論文生産数における

躍進の様子を具体的に見るために，各年度におい

て論文生産数が高い２０校のリストを表５に示す。

分析対象の年度は９８５工程が始まった１９９８年から

２００４年までの隔年の４年度分である。なお，表に

順位として示したものは世界における論文生産数

の順位である。

　この６年間に２０校の論文総数は年１５.０％（表３

を比較）で増加している。この２０校はいずれも中

央政府により重点化校の指定を受けた大学である。

表５　中国の大学の論文生産数と世界ランク（CA，１９９８－２００４の隔年）

２００４順位大学名２００２順位大学名２０００順位大学名１９９８順位大学名
２,３３０６  浙江大２,１６４６ 清華大１,４９８１０ 清華大１,０５９３１清華大１
２,０７１７  清華大１,６７８１０ 浙江大１,１９８２６ 浙江大８４０４９北京大２
１,８５２８  北京大１,６１２１１ 北京大１,１５３３１ 北京大７６９６０浙江大３
１,６２１１３  四川大１,３２４２１ 四川大８０５５９中国科学技術大５９７１０６南京大４
１,５６４１７  華中科技大１,０４７３９ 山東大７３３７１南京大５７５１１１中国科学技術大５
１,３２８３２  天津大１,０１４４１ 復旦大６７３８４四川大５６７１１５北京医科大６
１,３０７３６ 復旦大９５６４５ 天津大６４５９６復旦大５６３１１８復旦大７
１,２１８３９ 吉林大９１９５１ 華中科技大５８８１１１上海交通大５５８１２２武漢大８
１,２０９４０ 武漢大８９４５６ 中国科学技術大５８８１１１華南理工大５５４１２４南開大９
１,２０６４１ 山東大８７０６１ 吉林大５８４１１４ 武漢大５５１１２５ 吉林大１０
１,２０６４１ 中南大８５１６２ 南京大５７４１２２ 天津大５０２１４９ 中山大１１
１,１６９４６ 上海交通大８３２６５ 中南大５３８１３４ 吉林大４７７１６２ 華南理工大１２
１,１１３４８ 中国科学技術大８００７１ 上海交通大５３５１３７ 南開大４４４１８０ 厦門大１３
９９２５６ 南京大７４６８０ 武漢大５２４１４３ 中山大４３５１８５ 天津大１４
９６６６０ 西安交通大７３３８３ 華南理工大５０８１５１ 中南大３６７２２０ 山東大１５
９５６６２ 中山大６９１９４ 中山大４９３１６１ 山東大３５６２２４ 華東理工大１６
８８５７３ 哈爾浜工業大６５９１０４ 哈爾浜工業大４２１１９７ 南洋理工大３４４２３３ 上海医科大１７
７９０８６  南開大６５０１０９ 西安交通大４１９１９８ 哈爾浜工業大３３９２３９ 北京科技大１８
７６４９１  華南理工大５５６１３９ 南開大４１４２０２ 西安交通大３３３２４３ 中南大１９
７１０１０１  大連理工大４９３１６９ 大連理工大３７９２２３ 華東理工大３１４２５６ 西安交通大２０
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　The productivity as measured by published papers of Chinese Universities has remarkably increased in 

recent years. This is due to the improvement of financial support from the central government of China to 

their selected higher education institutions. This study intends to distinguish another additional cause for 

the improvement, because the above-mentioned financial support is not sufficient to explain the quantitative 

increase in the productivity. As a result, these selected universities merge with one another or with other 

smaller universities, as well as adding new departments, to increase their capacity for attracting top talent 

and achieve excellence in research. The outstanding academic output of Tsinghua University is pointed out 

as an example.
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